
中期ハイデガ…研究 (1)

「芸術作品の起源Jにおける主術の概念

はじめに

ハイテサfーの f芸術作品の起源J(1935/36)は、

nうまでもなく、支z学あるい

文ではない心もし、ぞれ

る印象'帽

る

ば、

~Ij において:'ÍÎ::てられた、

だからである

ところで、論文 fあとがき」にj基づいて、ハイヂ

ガ、ーの思考戦目~を以マドのように整J唱すること

える。

「本

る

て、芸術を論じなし

卜悶学的概念を{古川jしなし

ぴ〉

Jをとらえ

(1)については、従米の美学が芸能作品を

的取 (a'iaOησiυ の起象」あるいは

象とみなしてきたことを想起すればよし

が芸術を体験する社JiJこそが、!宗やtiiJ
るかを説明すると考えられてきたのしかし、ハイ

デガ←はこうした方法をとらない。とい守のも、

「体験は、去蔀が死滅するエレメント:31だから

そのものの)iから、

ょうとする

は)について、ハイヂガぃうところの

な問題系にふれる

ため、こ
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だけj主釈を加えれば、「形相j、 ;イ

にまで至る形IMJ-

をJtJいずに、芸術の本質を従えること、

それをハイデガーは目論んでいる。

(3)については、本論の}J.，，-の記述によっ

らかになると志われる口

の論点については、雌かに

を

として明解したものの、

た、芸術‘の「本質!長

聞していなし」よって、

る本論はこ

し、。

のずカゐ

1 r大
京芸の概念

2 テ…ぞ

ある。j

の本質は

こうしたもので

もお

および真

(Dichtung)で

のハイデガーの思考は折れているからである。そ

こで、本論では、「芸許可作品の起訴jを 七 つ の

観点;から彰晃観することで溝Aし、継続される

の「中川ハイデガ…研究はりにおいて、その欠を

=たし
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になる口

(そ主に対して)農婦は一つの世界を持って

いる O なぜなら、彼女は亦在者の聞きのうち)

まっているからであるの道具は、そのイ百頼'註にお

いて、この世界に対して間有の必然性と dとを

与えるむ世界が開かれる (sichoffnen)ことによっ

て、すべての物はそのしぱしの間とせわしなさ、

その速さとj止さ、その!よさと狭さとを得る。 J6) 

という道具を当たり前のようにイ吏用す

ように る生活を送るが、そうしたことが織女のもつ|世界

f大地J、f世界Jおよび真理の概念

手始めに、ハイデガーが論中ヲiき合いに出して

いる具体的な「芸締作品Jについて、彼がどのよ

うな見方ないしは解釈を提示しているかをみる O

そうすることで¥その間有な問題設定を明らかに

したい。

1 -1 ゴッホの作品 f農民靴J

を誌なにしてハイデガー

。
る五

日4-コけμ

「靴という から現われ出た、暗い関

らは、労織の歩みがもっ骨折りがじっと見

つめている O 靴という道具の丈夫でしっかりした

には、最しい風が吹きすさぶ焔の、速くまで

」様にのびていく献を通る、ゆっくりした歩みの

り強さが積み重ねられている。革:に

気と濃翠な色とが付著している G

夜のとばりが降りる間

という道具において、大地の黙し

り響くむつまり、大地が豊かな穀物

ことであり、そして冬の畑の不もな休閑

して己を和むことである G この道具からにじみで る。

るのは、パンを確保することについて

わない心労、国窮をふたたび切り

び¥誕生の知らせにおののくこと、

しの中で恐れることである uJ :l) 

どこにでもあるような、 't勺、しな
のように搭いたあとで、ハイデガ…は

11任界jというキー棋王念をさりげなく

のように続けるの

[この道具は大地に属しており、

おいて守てられている O この守ら

具自身は己のうちに安らうこと

と生まれ出る。日

「信頼性

れた、

にもとィ九γぐ、

沈黙し

とは[メ;百りさ

この道具によって、大地の

と投げ入れられる O

にもとづいて、 は自分の世界を

る

を出「聞き Offene) Jとし Eう

いて、 について語れば、以ドのよう

なかで、すべての

られている、と

のヲl照を解しでもよかろうり

ここでさしあたり締認したいのは、「大地jと

「世界jとが対立的に世かれていることであるり

この点を、棋の「芸術作品J、ギリシアの神殿にそ

くしてさらに見てみたい口

1 -2ギリシアの神殿

も椋造しない建築作品、ギワシア

イヂガーは取り上げ、まずは次のよう

をハ

リシア

立った

品は、神

を

¥そこに、

ミた村:

におし込て、

しめるの神般によって、

神は神殿のなかに現前するのJ) 
ギ、1)シアの神殿が、ギ、リシア入の

き立てる のよ

は、己のまわりに と諸

と死、

とが、

るり

るoJ引

を開くことによって、 i任界

と敗北、祝福と

を決断するようにせまる。

一犯
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されていないことおよび尺度のないもの

を出現させる。そうして世界は尺境および決断の

開く(灯台ffnen) 9) 

ギリシア人の fW:界jがこうであるのに対して、

「大地Jは、ギリシア人が fn熱ゆりσiζ)J (f現
われ出ること (Herauskommen)と立ち現われる

こと (AuUahen)自身、しかもその全体J勺と名

付けたものとの

られる。

同時に、人

ように定義づ

をそのうえに、そしてそのうちに基礎づけるとこ

ろのかのものを明るくする円孜々はかのものを大

地と名付ける。この請がここで言おうとしている

ことからは、沈積した素材の塊の表象およ

についての単なる又文学的表象は遠がけられなけ

らなしh 大地は、そこへと A 切の立ち

れるものの働ち現われが、しかもそのものとして

さし反されてi変われるところである。立ち現われ

るものにおいて、大地が匿うもの (das

として現成するの lJ)

たりこの点は、 i作品存在」の

ように明確に語られる口

界を博1<き立てることと

として

る。しかし、このごつは作i守1存千五の統 A に

おいて共謀している

とfl任界」とは、単なる対立ではなく崩

争であるとハイデガーは捉え、以下のように旨うけ

において、それぞれは己を越え出て他の

ものを支えるのしたがって、闘争はますま

がつかずに、かっ本来的に、関争であるところの

ものになるJ
しかし、期争が激しく起こるところ、そこには

「単純な司共属の緊街さJ17) への解放も成立する

かくして、闘争するものドlU.が共属する事態は、

こう表現される。

「もし 訂身が、そのド!己開

の解放された

さで、ギワシアの神殿にそくして、「大地jと な

との対立、 は ように

れる。 れ去ることはできなし

つつ、一つの ところで、上達の「大地Jとfi立:界」との闘争を、

し置く。 真理論の帯級において再度問題化するのが f芸術

このよう 、そのi緊前提に

の土地 として現われ出 されるのはやはり、「非秘密性jとしての

うえに、そして大地のなかに、

な人mIは世界におけるそのすみかを る

(grunden)。作品が A つの世界を開き立てるこ

とで、作品は大地を確立する (herstellen)oJ 
界が己を開くことによって、

一切を担うものとして、日

され、絶えず己を開百すもの

として、己を現す。 14)

1 -3 r大地jと「世界jとの捌争

liu臼むまで、ごつの

芳、ーがくだし

した。それによれば、

、イデガー

念である O

のな 明るみは、それ自身

」と「秘密 (Verbergung) とのそれ

と時ばれ、

が単純に開き、つまり明るみに対応するものでiま

ないし、大地が閉鎖されたもの、つまり秘i斐"

たものではない。むしろ [lt界とは、本質的な

るみで、ある口そ

中

とし ゐ 20)

かくして、 その本立において
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あるJというハイデガーの真曙概念は結論的に

こっ るの

る。そこにおいて、その都

る仕方で、開きが戦いとられるむ存在者とし

て己をなよす-もの、または己を退くもののすべてが、

関さのなかに立っか、聞きから己を抑制するので

ある

さて、ハイヂガー

が確かめられたいま、

について、真理という

だろうかの

は、ここ

ことを百わないの靴という

わになることにおいて、

界と大地とがその抗争にお

るのであるoJ22) 

返すまでもなく、

生恕していること、こ

ハイデガーによる

れる。

において真理が

り、後;こみる

て行わ

'ついても

ことにおいて、真理が生起する

これは、ここで、何かがiEしく提示されたり再現さ

れたりすることを言うのではなく、全体としての

ともたらされ、そこに保たれ

るのである。 1呆っとは、根源的に見守ること

を葺}*するJ23)

2 テーゼ、 f芸術の本質は詩作であるJ

の成り立ちを考える欝に、通

、技々は芸術家による

の当然の帰結として、

る。こ

は、

であるとみなすだろう。しかし、ハイデ

ガーはそう考えないの f京争有作品およ

る。Jぺ本館では、ハイヂガーが

の概念を検討する。

2 -1 r作品Jのf保管Jという態度

品」の現実性という場合、まず何よりも、

芸術家による創造が関与していること、こ

い。もちろん、ハイデガーもこの点につい

て辻異議を唱えないりただし、創造するというこ

との内実を「産み出されたものへと生じさせるこ

とiと我々が捉えるかぎりにおいてであり、また、

において真理が生起しているということ

るかぎりにおいてである。

これらを前提して、ハイヂガーは創造するとい

うことだけではなく、「保管する (bewahren)Jと

いう人間の態度を指捕する。

( Geschaffensein)には、

る者と保管する者とが、ふくまれて

る者をそれら

質において可能化するものであり、その本質から

る者を，必要としているものであるoJ25) 

ではイ本、「保管する」こととは、さら'輸

れば、どのようなことなのであろうかりこ

に近づくためには、真理が「己をう九たてる

einrichten) Jという点にまずは蒜Hしなけ

ればならなし ¥0

には、;まじめて真瑚となるために

己を存在者のうちにうちたてるということが崩し

ているので、実瑚の本質には、存在者のただ~f1 で

存在的にあるという、真理のi祭立った可能性とし

て (Zu鉱山m

いるのJ26) 

な点は、真理の本質にひそむ

であるの先に、「作品jにおける

がひそんで

といわれていたものは、この事態を表現したもの

とみなすことができる。

かくして、「産み11¥すこと (hぽ vorbrin鮮がJと

しての議!1造のはたらさも、真理関係において

fPIされたものが作品である。そう

した臨み出しが、創造であるりこうしたもたらす

こととしての創造は、むしろ、
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の内部において、受け取りそし

ある。ym
り出すことで 作品において生起する、存在者の な

次に、「芸術作品jが技々にもたらす、

史について見なければならない。「作品Jのもつ

いわば力がここで語られる。

形態のうちへと剖定されて、

己のうちに立てば点つほど、つまり人間へのあら

ゆる連関が純幹に弛められているようにみえれば

、そうし

ちで棟約iされた「作品」を、

ときには、「作品Jがあるという

いのしかし、「作品jがそれ自身のうちに安らっ

ているさまに気づけば、そうした「衝撃Jが特々

を襲う、と

白身が、それ吉身によって

者の持性(Offenheit)へと純粋に連れ去られれば

連れ去られるほど、ますます単認に作品は我々を

この間性へと進めさせるが、それと同時に、あり

きたりなものから我々を押し出してしまうのこの

動かしに従うことは、次のことを言う。すなわち、

る真理にとどまるために、世

ありふれた諸連関を変化させ、ぞれ

以後、あらゆる月並みな行動と許制、知識とまな

がしを白市Ijすることである。J~9) 

もちろん、この

とどまる jに;之、手元々

には為し

符ないだろうりした治まって、 It乍I日lにおい

する~~{理にとどまる J ことは、我々にとってそう

うより関難な患度であると註わざるを舟ない。

このとどまることという抑制は、 ti!l遣された

ものをはじめて、それであるところの作品で、あ

しめるのこれ、すなわち作libをある品であらし

めることを、我々は作品の保管と

をある作品であらしめるJとは、

が現実的に存在するようにするの謂であり、これ

を「保骨Jが受け持つというわけであるのこのこ

との関連を明示的に三えば次のようにな

る

は、次のことをいうむすなわち、

-45 

つことであるの :nJ

2 -2 r猿術jの概念

「真理を

品のうちに霞くこと抗zender 

J 3~) である。しかし、こ

ものとして瑚解されなければならない。

と同定

産

ることにおし、

る。J
f他方、 ことを

ゆいう O つまり、

ともたらすことであるりこれは、 として生起

するのJ:14) 

これら二つの側面は、上で、述べた

存には、本箕的に、創造する者と

が、ふくまれているoJ(ゅ

される。

「かくして、芸構とは、作品において真理を創

しつつ保管することである。J:35) 

ハイヂガーはさらにこの

せて、その本紫にまで掘り、ド

る掛

概念を深化さ

しミく o 術の

このテーゼをま明解するには、「詩作Jに守えら

を振り返る必要がある口

り開きそして形態の輪郭へと先行的に投げるもの

は、聞きである。開きを詩作が主じさせ、しかも

まさに閉さがようやく存在荷のただなかで、存在

暑を輝きと鳴り響きへともたらすというぐあいに

であるJ
ここでいう f詩作jは広義のそれとして捉えな

ければならないが、しかし、それは狭義の

すなわち f詩 (Poesie) 三葉の作品)にいわば

をあおいでいることは言うまでもない。

自身は本質的な意味で詩作であるむとこ

ろで、千三葉は、人間にとってその都度はじめ

を存在者として開/1とする、かのよ主起であるが

ゆえに、詩つまり狭義の詩作は、
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最も根源的な詩作であるの 38)

な「作品j例として引き合いに出した、

ギワシアの持殻および「農民靴jの絵において現

われた、 f建てること」と f描くことjに対する首

藁の様牧をハイデガ…辻次のように語る。

「言葉が根源的な詩である故に、

あるのではない。詩が言葉のうちで生じるのは、

fそれゆえ、人聞に年えられた‘切のものは、

全校において、開鎖した根拠から取り出され、し

ならなし% した治まって、

じめて根拠づけられる

ければ

として、

という意義をもってい

な本震を保存するからである。 る。

それに対して、建てることと描くことは、つねに

すでにそしてつねに訪うことと ること

きにおいてのみ、生起しているoJ39) 

したがって、ハイデガ…の思考において、

の「作品Jが f建築作品jや「絵画作品Jなどの{也

の「作

2-3課題

「真理の生起Jに関して、昔る」ということが、

「建てることjや「描くこと」に対して優f立を持

つこと

ちなみに、C.F.γ イヤーの詩

が「芸術作品の組源Jのなかで言

するよう生起させることとして、本質において詩 及されてはいるが、もちろん主題化されてはいな

る。J10) 

さて、「詩作Jが「非秘匿性への明らめる企投」

として、 f開きJを主じさせること

ていたのこれは、「真理が到来するよう生結させ

である

る

f真に る なもの

としてすでにそこへと被投されている、かのもの

を開くことであるりかのものとは大地であり、

な民族にとっては長挟の大地であり、己を問

る根拠 (dersich verschliesende Grund) 

るc この根拠の1-_に、自身にはまだ秘匿されては

し込るが、

ともに、

にそう るすべてのことと

において、かのもの

とは民挟の世界である。そ

性への現存在の連関にもとづいて、

る。 1~)

る全投」が開くのは、「己を閉鎖する

よって

デ、ガーはこう

界Jである c とりわ

を閉鎖する根拠jが、「企投Jtこ

られるという点である。ハイ

いるの

し

において先延ばしにし

について般の中期テクストを

用いて見油しをつけることり

さしあたり、以上二点を次の課題として迫究し

たいc

j主

Martin Heidegger: Holzwege. Gesamtausgabe 日and5.

Vittorio Klostermann. 1977 
ま引用者による補い心

1) Iユミ機がや1Jであるかについての457察は、完全かっ決定

的に、存在についてのH与し崎、らのみ規定されるリ (S.73)

2) S.67 

3) S.l9 
4 S.19 

5) S.19 
6) S.31 
7 S.27 

8) S.27-28 

9) S.50 

S.28 

11) S.28 この主義をみるかぎり、 ['1被うものjとしての大

地概念:は、ハイデガー特有の意味を借びてはいるが、

「大地に根を下ろすjなどとJうとき通常我々が表象す
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るものとそう迷くはないりギリシアの神殿であれ、先の

靴であれ、どちらも「大地jのうえに現にあるという点

では全く同じである o だが、 f大地jの概念が!許認に

るのは、そうした会:在者がそのl'にあるということ

び越えて、いわばメタ 7，'.として機能するときである

12) S.28 

13) S.32 

14) S.50-51 

5.34 

16) S.35 

5.35 

18) S.35-36 

19) S.40 

5.42 

S弓8

S.43 i真理の:世相jのft:}jには憶に、 i!:I!家創設行為ム
?犠牲J、「存在の思考Jがあるとおれているが、このう子

クストだけからだと内実はよく分からない。 S.49参照0

23) S.42叩43

24) S.44 

S.58 

S.50 

27) 5.50 

28) S.54 

29) S.54 

30) S.54 

31) S.54 γ保管jが f向性jとこのような関係にあると

ると、それiま[産み出しjにおとらず f詩作j的である

32) S.59 この表現の峻昧さについてはS.73-74参照υ

33) S.59 

34) S.59 

S.59 

36) S.63 

Sβ0 

38) S.62 

39) S.62 

40) S.59 

41) S.63 

42) S.63 

43) S.63 f患の意P;1::として、「贈ることJとしての「部設J、
河内めること」としての「創設Jの一:義がある。
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